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クレーへの重奏
～詩人はクレーのように,クレーは詩人のように～
岡田 和也
PaulKlee(1879-1940)と詩人｡例えば,SylviaPlath(1932-63)とKleeとの,あるいは,
谷川俊太郎(1931-)とKleeとの重なりOより近い時代では.例えは JohnKinsela(1963-),
あるいは,カナダ現代詩人AnneSimpsonの書くKlee的特徴の作品｡それらを重奏ととら
え,関係性の深遠を探る｡
Keywords:PaulKleeと詩,SylviaPlathと絵画,谷川俊太郎,AmeSimpson
クレーの絵に言語を重ねる詩人｡｢絵を語る｣の
ではなく ｢絵のように語る｣｡
言葉による次元の重ね合わせ｡重奏/重岡｡
シルヴイア･プラスの1958年の4編の詩Dそして,
谷川俊太郎の rクレー の絵本J(1995年)と 『クレー
の天使J(2000年)の2つの詩集｡あるいは,John
Kinsela(1963-)やAnneSimpsonがするクレー
への重奏｡
本論は,そうした言語/絵の表出現象を統合的に
分析する試み｡
001:Klee&PIath
テッド･ヒューズは,1958年3月の手紙の中で.
こう語っている :
AnartMagazine A`rtNews'askedher
towritesomepoemsoncertainpalntings
which,theysay,theycouldillStrateWith
reproductionsofthepaintings.Thisis
eas.yfわrher･Paintingsinspireher･Quite
serlOuSly.She[-Sylvia]hadinmindcertain
Rousseau,certain比leeearlydrawlngS,One
ortwoothers.1
ある芸術雑誌-の寄稿として作られた詩は,ほぼク
レーの原題に沿ってつくられており,そしてさらに,
同じ時期に一気に書かれたものであることが確認で
きる｡
そのプラスの作品のタイトルのリス トアップして
みるとこうなる :2
1)"VirgininaTree"(【図版①】参照)
2)"Perseus:TheTriumphofWjtOver
Slfering"(【LX]版②】参照)
3)"Batle-Scene:FromtheComicOperatic
FantasyTheSeafarer"(【図版③】参照)
4)"TheGhost'sLeavetaking"(【図版④】参照)
この中で.最後の4つめの詩だけは,例外的にクレー
の原題の "TheDepartureoftheGhost"から変更
されている3｡
列挙 した4作品の中で,プラスの詩により対
応 す る の は,"Batle-Scene:FromtheComic
OperaticFantasyTheSeafarer' t 4'TheGhost's
Leavetaking0
い.LeterToOlywnHughes"lJateMarch1958],Lelers
ofTTedH乙Ighes,Ed.byCh∫istopherReid(FaberandFaber,
2007),p.123.
2 本.給文末にそのイメージ,つまり絵画を掲戦 している｡i)
から4)とそれぞれが呼応 している｡
3 TheCo/oss乙ISandofherpoems所収 pp,42-43
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【図版③】
その2つの詩を以下にみてみよう｡
まずは,
001-a:
"Batle-Scene:FromtheComicOperaticFantasy
TheSeafbrer
プラスがもとにしたクレーの絵自体が含んでいる
のは ([図版(卦]),船乗 りの持つ槍｡ひときわ鮮や
かに赤い｡だが,それ以外は.鮮明な色使いはなく,
淡く,また,海を描く格子のようなタイルのそれは
チェス ･ボー ドのようで,膏から白への変色のグラ
フ~-ンヨン｡
結狐 幾何学模様を繋げた ｢ファンタジー｣的モ
ンスターとそれを討つ船乗 りが登場する｡船乗 りと
いうよりは.戦う戦士｡否,戦士というよりも,檎
と鎧があるが,Odysseusのような英雄の姿でなく,
戦闘よりも,劇の雌いタッチのコミカルなもの｡
実は,その特徴は,クレーが生涯関心を深 くよ
せていたパペットの世界と関連がある ([図版喧)秦
照])｡タイトルそのものもコミカルとされているの
はそのため｡われわれがやはり予測できるのは,
【図版④】
そう,人形劇そのものなのだ｡戦闘 (戦場 ■`Batle-
Scene")の場血ではない｡
では,プラスがこれをどのような詩にしたのか,
という点であるが,その全貌を,確認しよう-
ItbeguilesH
ThislittleOdyssey
Inpinkandlavender
Overasurfaceofgently-
Gradedturquoisetiles
Thatrepresentasea
Withchequeredwavesandgaily
Bearuptheseafhrer,
Gaily,gaily,
Inhispirikplumeandarmor.
Alantern-frail
Gondolaofpaper
FeriesthefishpondSindbad
Whopoiseshispastelspear
Towardthreepin上y-purple
MonsterswhichLIprear
Oftheocean-floor
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【図版①】
Withfangedanddreadfulhead.
Bewa1℃,beware
ThewhaJe,theshark,thesquid.
Butfinsandscales
Ofeachscroledsea-beast
Trolnoslime,noweed.
Theyarepolishedfわrthejoust,
Theygleamlikeeastel'eggShels,
Roseandamethyst.
Ahab,fuIflHyourboast:
Bringhomeeachstoriedhead.
Onethn】st,01ethnユSt,
Onethrust:andtheyaresped.
Sofablesgo.
AndsoalchildrelSlng
Thejrbathtubbatlesdeep,
Hazardousandlong,
Butoh,sagegrownupsknow
Sea-dragonforsofa,fang
Forpasteboard,andsiren-song
Forfeverinasleep.
Laughing,laughing
Ofgraybeardswakesusup･4
-万,もうひとつのプラスの重奏はどんなだろう｡
すなわち,
【図版①】
001-b:
"TheGhost'sLeavetaking
もうひとつのクレーの絵 ([図版@])に対応して
いくプラスの詩には,まず,朝の5時の冷え切った
空気,そして,姿を消すもの｡それは,夢なのか,
ゴーストなのか｡
目を覚ます,つまり,肉体を取り戻す我々から消
失するのは何なのか｡そこで喚起される問題は,
現実にあるモノは,むしろ "ready一madecreationノ
Ofchairsandbureaus'[l.7-81 と か "theraw
material/Ofourmeat-and-potatothoughts"ll.
13-14]という概念｡薄さのこと｡
そしてさらに.その薄さの世界は展開される｡
それは,プラスの青葉で｡収録詣鮎TheColossus
andOlherPoemsの 'TheThinPeople"の詩で｡
"TheThinPeople"には,映画の ｢揮いひと｣
が い る (cfl"Theyarealwayswithus,thethin
people/Meagerofdimensionasthegreypeople/
Onamovie-screen"(∫/.1-3))｡その存在の希薄さ,
q ところで,この詩は,10行ずつの,本当に締髄な組の構
Flの中で作られている-
[1迩]
beg由垣/t垣 ;
Odyssey/gently/S壁/gaily/gaiLy;
La＼′endLr/seafar堅/arTnQI
[2述]
Lantem-fraL/pinky-puq)19;
pape_r/spea工/upreaL/ocean-floorn)ewa工∈;
Sindbadnlea_dJsquid
[3迎]
scal賀/eggshe止蔓
sea-beaiit/jou旦it/amethy量がboast/thruit
weed/hea_d/sped
[4迎]
gg/krl旦些;
siAg/Joag/fang/siFen-so旦g/Lalghl旦g;
deep/slee巨/u旦
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と,その反対の塵さ/厚み｡そして,その重なり｡
重奏｡特に,次の部分に注目したいところだ :
Sotheseposedsheets,befわretheythinto
nothing,
Speakinslgnlanguageofalostothenvorld,
Aworldwelosebymerelywakingup.
["TheGhost'sLeavetaking",J.18-20]
さらに,その対抗物の｢厚み｣のイメージも出てきて:
..thisghostgoes
Handaloft,goodbye,goodbye,notdown
lntotherockyglZZardoftheearth,
ButtowardareglOnWhereourthick
atmosphere
Diminishes.
["TheGhost'sLeavetakingH,〟.22-26]
そうした簿さと重さのコントラストを意識して,
シルビアのこの詩の全貌をあらためて見返してみよ
う｡そう,こんな風だ :
Enterthechilyn0-man'slandofabout
Fiveo'clockinthellOmlng,theno-colorvoid
Wherethewakingheadrubbishesoutthe
draggledlot
OfsulfurousdreamscapesandobscureLunar
conundmms
Whichseemed,whendreamed,tomeanso
profbundlymuch,
Getsreadytofacetheready-madecreation
OfchairsandbureatlSandsleep-twisted
sheets.
Thisisthekingdomofthefadingapparition,
Theoracularghostwhodwindlesonpln-legs
Toaknotoflaundry,Withaclassicbunchof
sheets
Upraised,asahand,emblematicoffarewell･
Atthisjointbetweenhvoworldsandhvo
entirely
lncompatiblemodesoftime,therawmaterial
Ofourmeat-and-potatothoughtsassumes
thenimbus
Ofambrosialrevelation.Andsodeparts,
Chairandbureauarethehieroglyphs
Ofsomegodlyuterancewakenedheads
lgnOre:
Sotheseposedsheets,befわretheythinto
nothing,
Speakinslgnlanguageofalostothenvorld,
Aworldwelosebymerelywakingup.
TrailingItsteltaletatersonlyatthe
outemost
Fringeofmundanevision,thisghostgoes
Handaloft,goodbye,goodbye,notdown
IntotherockyglZZardoftheearth,
ButtowardareglOnWhereourthick
atmosphere
Diminishes,andGodknowswhatisthere,
ApolntOfexclamationmarksthatsky
lnrlnglngOrangelikeastellarca汀Ot.
Itsroundperiod,displacedandgreen,
Suspendsbesideitthefirstpolnt,the
Stallng
PointofEden,nextthenewmoonTscurve,
Go,ghostofourmotherandfather,ghostof
uS,
Andghostofourdreams■children,inthose
sheets
Whichsignifyouroriginandend,
Tothecloud-cuckoolandof-colorwheels
AndprlStinealphabetsandcowsthatmoo
Andmooastheyjumpovermoonsasnew
AsthatcrlSpCusptowardwhichyouvoyage
now.
HailandfareweL･Helo,goodbye･0keeper
Oftheprofanegrail,thedreamlngSkul.
ところで.クレー-の重層化/重奏化に,具体的な
プラスの言葉は.こうして残っている :
･.probablythebiggestandbestpoemI've
everwriten,onamagnificent5
すぼらしい｡
詩の中で使われた "colorwheel"(-｢色相環｣)0
なぜかそれ自体が,クレーの絵そのものにもみえて
くる｡プリミテイヴ･アートの深遠さと親和さとなっ
て｡
5 (eds)KalhleenConnorsandSalyBayley,EyeRhymes
SylvjaPla/h:sArtofTheT7stLal(OxfordUnlVerSlbrPress,
2007),p.107.
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[cf.,colorwheel]
002:Klee&谷川俊太郎
谷川の 『クレーの絵本;と rクレーの天イ剤 の2
冊のうち,ここでは暮ウ レ-の絵本Jをみてみよう｡
｢それはいつかどこかで｣という出だしの作品
を例にとろう｡一気に全3速の引用 (【図版⑤参
照】)-
それはいつかどこかで
ほんとうにおこったたたかい
いいえゆめのなかでなく
いいえげきじょうのなかでなく
うみのまんなかで
あなたはおもいだす
あなたのうまれるまえのそのときを
あなたのいったことのないそこを
そしてさけぶ
おそろしさのあまり
べつのせかいへと
めざめることはできないのだ
ぬるぬるのうろこのうえをすべり
なまぐさいくちのなかへ
まるごとあなたはのみこまれる6
全文ひらがななのは,谷川がクレーをナイーヴ･アー
トの特徴として把握してのことからであろう｡なお,
Fクレーの絵本』の作品群についての,ひらがなの
問題については,14編のうち ｢11編はひらがな表記
である｣7｡
ところで.4行目の ｢げきじょうのなかでなく｣
とあるのは,上記したプラスの敢えてのパペット的
なものとしての或現に通底していく｡
また,谷川の ｢あなたのいったことのないそこを
6 第32番目の作品0
7 望月あすか.｢詩と絵画について-谷川俊太郎とバウル･
クレー ｣ー(静岡大学 r国際関係.比陵文化研究J 第 4巻
(2005),p.148｡
/そしてさけぶ｣の一節は力強い｡その力の源泉は,
｢[クレーの絵は]イメージによって秩序を与えら
れた世界である｡そのような世界に住むことが出来
るのは肉体ではない｡精神でもない,魂だ｣8とい
う谷川自身の解釈が濃厚に色濃く出て,渉み染めて
いる.のかもしれないが｡
だが,しかし,である｡果たして前述したような
クレーのパペット的な,(その結果として)喜劇的
アイロニーが効果を上げるということは,谷川には
ないのかも知れない｡
それでも.2連の ｢おそろしさのあまり｣として
いるのは,むしろ単一性の恐ろしさであってクレー
のそれとは少 し違う｡(というのも.所謂Hand-
PtlPPetは.クレーにとって‥払子のフェリックス
に作ってやったもので,そのあたりのクレーの深層
的な問題が関わっていると思われるので｡)
それでも.興味深いことに.このクレーへの詩の
重奏は,プラスの場合と酷似していることが分かっ
ている｡rクレーの絵本』の創作について,谷川は:
.Iクレーの絵本』というのは … ある出版社
が近現代の著名な絵描き … の絵を使って,千
ども向けの絵本を作ろうという企画を立てたん
です｡...もともとクレーが好きだったので.
僕のところにクレーがまわってきました｡編集
部から送られてきた絵を見て ‥.｡9
あるいは,『クレーの絵本Jの後書きでも,
‥ある出版社でクレーを絵本にする企画がも
ちあがったとき.私は自分でもおもいがけない
いくつかの題詩を番くことが出来た｡
としているのだ｡
003:Kinsella皮比lee皮AnneSimpson
JohnKinselaは,1963年生まれ｡オーストラリ
ア出身で,各国で文筆活動 ･教鞭もとる｡
そのKinselaの作品に, ■`BeyondPaulKlee's
DeathandFire'(FulFathomFive,1993)と "On
LookingIntoTheCanningRiverFromDeep
8谷川俊太郎[クレー の絵本J,あとがき的な｢魂の住む絵｣
から引用0
9 cf.,望月あすか｡｢どこかに定型への憧れがあるんだと思
う｣.r芥川俊太郎<詩>Jを語る-ダイアロー グ･イン･
大阪2000-2003』 (滞標.2003)｡
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WaterPointJetyAndSeeingPaulKleeStarlng
Back"(Poems1980-1994,1997)がある｡
そのうち "BeyondPaulKlee'sDeathandFire
は比較的短絡で,クレー との関係がより明示的なもの:
Pufferfishwithheadwounds
sinkintotheriverbeach,wrapped
inashenfroth.Thelowel･deck
ofthejetydisappearsbeneath
greywaves,theriverabsorbs
andthenindulges.This,
thea氏emathofthe h`otest
dayonrecord'フtheoppression
ofloglCaSthecloudsbrood
thicklyagalnSttheheat.
ThewaterguardsagalnSt
acrosslng,anearlystar
sparksth∫eetimesandvanishes･
Deathandfireフtheseason
drownsinitsownblood.
Extreme,restless,theriver
castsbackfirerolingdown
fromparksandgardens,tears
atthemoorings(oldengine
blocks)ofcmisers,yachts,
andferries.Thereisfire
anddeathonitsbreath.
クレーの特徴的な赤と菅を中心に据えて描くことを
忘れない｡
さて,AnneSimpsonはカナダの今注目の詩人っ
2000年以降,出版した3つの詩集が大きな貴を受賞O
ここで,彼女に注目してみたいのは,インタビュー
の中で答えている次のような発言のゆえである10｡
引用しよう :
TheartistPaulKleesaidthathisprocess
wasto"letalinedream.'Ithinkthatcomes
closesttodescribinglt.Iletapoemdreamits
wayIntobeing,
二 一一∴ : _∴ ニー∴ ~tt
例えは Is(2011年の最新詩集)の中の2ページ
目の作品 :
beforebluebeforebluedeepeningand
10 以 卜のサ イ トを参照 ●htp:/JOurna】S,SR】.ca/wascana/
index･php/Wascana/article/viewFile/121/41
unwindinglnSidebluebefわrebluegreybefわre
theenvelopeofmom1ngbeforeopemngthe
crlSpenvelopeofmomlngbefわrea氏ernoon
anda氏emoonspickedthreadsbefわreevenlng
befol-ethescaterlngOfevenlng'sfishscales
befbrecmmpleddarkbefわretarnisheddark
beforeglovesoftdarkbefol-eWOrldnotyet
world12
ここにあるのは,"befbre'を多用に据えて,あた
かもどこにも行かないようで何かは残している感覚
を引き起こしている｡青の多用も｡色のグラデーショ
ンも.そして,それを,言紫で,｢絵を語る｣ので
はなく ｢絵のように語｣っている｡
そうした特徴は,今一度,今度は敢えて上の引用
のblueと[b]のサウンドを前紫化してみると,よ
りはっきりとする :
beforebluebeforebluedeepeningand
unwindinglnSideblue垣麺 bluegrey吐出
theenvelopeofmorn1ngb9麺 openlngthe
crlSPenvelopeofmorn1ng蜘 afternoon
andaternoon'spickedthreads垣麺 evenlng
蜘 thescaterlngOfevenlng'sfishscales
1 とこ∴′.で.LJL･川と1日｣じ日本人アーティス トの,クレーへ
の トリヒュ- トを山口一郎 (サカナクション)が,こんな
歌unJにしている :
だからクレーの絵を見て 落ち込むのは
僕が擦れたからか
見えないもの 描きたくて
僕は言瀕を使う 使う
(｢KleeJrkikUUiklJ)
ここには.見えるもの/見えないものを対比させたクレー
の有名な言葉のひとつを体現しているようでもあるQ
｢擦れ｣･･｢招きたくて｣,とか,｢修正｣｢海底｣-･｢改訂｣
-･神々.他にも ｢締雄でなくてもいい｣の.【きれ-】の宵
を含む絡み合いなど｡
通常的でない.バイアスのかかっていないそれでいて祝
祭的な歌詞とそれを声にすることの連続｡
そう考えれば.7連日の ｢描きたくて｣は,クレーの.[e:]
の昔が欲 しくて選んで (選ばれて)いること,さらには,
臼頭の2逆にも,立て続けに[te:]がちりばめられているこ
と-それらは,クレーの絵をたとえにだしている.まさに
AnneSimpsonの姿勢だ :
和み皿ねて[te:]
それのせいにして[te:]
無型をして[te:]
笑って[te:]
それは,つまり.このクレーの.[e:]の引き延ばしの骨その
ものにある｡
12simpson,Is(McCelLand&Stewartud.,2011),p.2.
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beforecrumpleddark地 tami sheddark
垣垣 glovesoftdarkbeforeworldnotyet
world (下線は筆者強調)
005:Klee(S)
前述の補いとなるが,クレー自身,劇場を意識し,
人形劇場であったことを,Kleeの著者Douglas
Hallは次のように述べている :
Thetheatricalimpression‥ .ispartlydueto
theatmosphereoffairy-taleinvokedbythe
insubstantialbuildingsandtheirmyste1-ious
lighting.Infact,theconnectionismore
thanspectlative.ltisknowthatKleemade
puppetsfbrhissonFelix… andsomeof
tleSeSuⅣive.13
このことは.示唆的だし.また.本論文で取り扱い
きれなかったが,残されたクレー重奏のテーマの可
能性である｡(もっとも,早くもプラスは最も敏感
にそのことを察知していたのだが-0)
最後に筆者なりの詩人 ･みごなごみとしてのク
レーへの重奏をしておきたい｡選んだ作品は,
-`NoctumalFestivity"(1921)である (【図版①参
照】)L4｡
13 DouglasHAH,Klee(PhaidonPressLimited,1992),p.
44｡及び,【区卜版(む】参照と.林綾野 .新藤信編者 Fクレー
の食卓J.講談社 :2009)の37頁も参照o
l4 DouglasHalt,Klee,pl44･
｢よるがおまつり｣
みごなごみ
よるみつけておきたかったものがここに
よるみつめておきたかったものがここに
尖ったおやまのうえに
とがった足
まあるいおやまのうえに
まあるい月
窓から下が海底のようで
いのりの声や
しゅくさいの昔が
水の中でも
している
IJをふるよるに
ゆきがふる
赤いはずみがあるので
また駆け上がれる
だから
透明の水のような部屋に
しずかに休んでいよう
カーテンもない
のに
そのカーテンに
絵があるようで
緑があるようで
なくて,あって
それで
水中にまで
崖が
浮いていて
